
健康づくり研修会（コロナ感染防止対策）

蔵王町老連
コロナ禍だけど、また笑顔を咲かせるまでつながり続ける

女川町老連（どっぴき）コロナに負けない

シルバーリーダー研修会
消費者被害・特殊詐欺被害防止

112号
2021.1.25

通　巻

【内容】
新年のあいさつ
全老連・県老連会長表彰
理事会等の開催状況
健康交通安全運転講座
令和３年度行事予定
健康づくり研修会
高齢者相互支援推進啓発事業「シルバーリーダー研修会」
相続対策はお済ですか

県老連
だより

み　　  や 　　ぎ

公益財団法人　宮城県老人クラブ連合会
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
、
令

和
３
年
の
念
頭
に
あ
た
り
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
明
る
く
健
や

か
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
存
じ
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か

ら
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
頂
き
な
が
ら
計
画
し
た
事

業
の
う
ち
、
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
を
は
じ
め
と
し
、
シ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
女
性
部
セ

ミ
ナ
ー
（
演
芸
大
会
）
を
中

止
と
し
、
評
議
員
会
を
書
面

決
議
と
す
る
な
ど
会
議
や
事

業
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
幸
い
会
員
に
感

染
し
た
方
が
い
な
か
っ
た
こ

と
は
、
救
い
で
も
あ
り
ま
し

た
。さ

て
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
復
旧
・
復
興
も

着
々
と
進
行
し
完
成
し
た
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
反
面
災
害
の
風
化
が
心

配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
発
生
し
た

台
風
19
号
豪
雨
災
害
に
よ
り

丸
森
町
は
じ
め
多
く
の
市
町

村
が
被
害
に
被
災
さ
れ
、
一

日
も
早
い
復
旧
復
興
を
祈
念

し
ま
す
。

今
年
は
、
昨
年
第
３
波
ま

で
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
終
息
を

願
い
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
明
る

く
希
望
を
持
っ
て
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
ま
す
ま
す
高

齢
化
が
す
す
み
、
高
齢
者
を

取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
厳
し

い
も
の
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
わ
た
く
し
た
ち
は

幸
せ
を
求
め
て
前
に
進
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
連

合
会
と
し
て
も
、
各
市
町
村

老
連
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら

「
自
分
の
ク
ラ
ブ
」
で
あ
る

と
の
意
識
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、「
単
位
ク
ラ
ブ
」「
市
町

村
老
連
」「
県
老
連
」
が
連

携
を
一
層
緊
密
に
し
、
誰
も

が
願
う
「
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
の
実
現
」
を
め

ざ
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
三
大

運
動
「
健
康
」「
友
愛
」「
奉

仕
」
の
も
と
、
活
動
の
メ
イ

ン
テ
ー
マ
で
あ
る
「
の
ば
そ

う
！
健
康
長
寿
・
担
お
う
！

地
域
づ
く
り
」
を
目
標
に
掲

げ
積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

社
会
情
勢
は
、
少
子
高
齢

化
、
平
均
寿
命
の
延
伸
に

よ
っ
て〝
人
生
百
年
時
代〝
の

到
来
が
予
測
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一
方
で
増
加

す
る
高
齢
者
を
支
え
る
社
会

保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
健
康
づ
く

り
や
友
愛
活
動
を
は
じ
め
、

官
民
が
一
体
で
取
り
組
ん
で

い
る
新
地
域
支
援
事
業
へ
の

参
画
が
一
層
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
介
護
・
フ
レ
イ

ル
（
虚
弱
）
予
防
で
元
気
高

齢
者
を
目
指
す
こ
と
が
大
事

に
な
り
ま
す
。
特
に
見
守
り

支
援
の
友
愛
活
動
で
は
、
高

齢
者
相
互
支
援
推
進
啓
発
事

業
の
モ
デ
ル
指
定
を
発
展
拡

大
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
老

人
ク
ラ
ブ
創
設
60
周
年
記
念

事
業
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
社
会
の
一

員
と
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

今
年
も
県
ご
当
局
を
は
じ

め
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
並

び
に
関
係
す
る
皆
様
の
ご
指

導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多

幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会　

長　

佐
藤　

節
夫

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
財
団
法
人 

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を

迎
え
る
に
当
た
り
県
民
の
皆

様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
「 

宮
城
県
震
災

復
興
計
画
」
の
最
終
年
と
な

り
、
石
巻
市
の
内
海
橋
開
通

「
復
興
」
の
そ
の
先
へ

村
井　

嘉
浩

宮
城
県
知
事

や
南
三
陸
町
の
震
災
復
興
祈

念
公
園
が
全
体
開
園
す
る
な

ど
、
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
地
域
に
復
興
の
象
徴

と
な
る
施
設
が
完
成
し
、
復

興
の
着
実
な
歩
み
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
世
界

的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
外

出
自
粛
や
休
業
要
請
等
に
伴

う
消
費
の
低
迷
、
観
光
客
の

減
少
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
相

次
ぐ
中
止
決
定
な
ど
、
県
民

生
活
や
地
域
経
済
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
１
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
10
年
が
経
過
し
、
新
た

な
県
政
運
営
の
指
針
で
あ

る
「
新
・
宮
城
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
初
年
度
と
な
り

ま
す
。
今
後
、
本
県
の
人
口

は
本
格
的
な
減
少
局
面
を
迎

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
、
地
域
経

済
・
社
会
の
持
続
可
能
性
の

確
保
、
大
規
模
化
・
多
様
化

す
る
自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
新
た

な
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行 

と
い
っ
た
時
代
の
転
換
点
に

直
面
す
る
中
、
そ
の
先
に
あ

る
宮
城
の
明
る
い
未
来
を
描

い
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
新
・
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
」 

に
掲
げ
る
「
宮
城
の
将

来
像
」
の
実
現
に
向
け
、
富

県
宮
城
の
更
な
る
発
展
や
子

育
て
支
援
・
教
育
分
野
の
充

実
な
ど
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す
る
ほ
か
、
各
分
野
に
お

け
る
人
材
の
育
成
・
確
保
や

働
き
方
改
革
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

ま

た
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
社
会
の
実
現
を
掲
げ
る 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
は
、 

今
後

本
県
が
直
面
す
る
諸
課
題
を

解
決
す
る
上
で
重
要
な
要
素

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
理
念
を
県
政
に 

反
映
さ
せ
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ

ま
が
日
々
取
り
組
ま
れ
て
い

る 

「
友
愛
訪
問
活
動
」、「
子

ど
も
の
登
下
校
時
の
見
守
り

活
動
」
及
び
「
清
掃
活
動
」

な
ど
の
「
誰
も
が
生
涯
活
躍

で
き
る
場
づ
く
り
」
は
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
生
き
方
の
実
現
を

目
指
す 

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
充
実
に
向
け
た
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大

切
な
活
動
で
あ
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
想
定

し
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
取
り
入
れ
引
き
続
き 

創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
多
様
な

ク
ラ
ブ
活
動
と
互
助
活
動
の

活
発
な
取
組
を
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

間
も
な
く
10
年
目
の
節
目

の
「
み
や
ぎ
鎮
魂
の
日
」
を

迎
え
ま
す
が
、
決
意
を
新
た

に
、
県
民
の
皆
様
一
人
一
人

が
幸
福
を
実
感
し
、
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
宮

城
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で 

、
今
後
と
も 

御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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毎
年
、
宮
城
県
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
会
場
に
お
い
て
行
わ

れ
る
宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
表
彰
で
す
が
、
今
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
同
大
会
が
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
市
町
村
老
連
事
務
局

を
と
お
し
て
、
永
年
に
わ
た

り
福
祉
事
業
や
社
会
に
貢
献

さ
れ
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に

功
績
の
あ
っ
た
老
人
福
祉
事

業
功
労
者
29
名
、
優
良
老
人

ク
ラ
ブ
19
団
体
、
社
会
貢
献

活
動
ク
ラ
ブ
６
団
体
に
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
並
び
に
記
念
品

を
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長
か
ら
「
育
成
功

労
表
彰
」
と
し
て
「
笠
原
吉

信
様
」（
大
崎
市
）、「
優
良

郡
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
表
彰
」
と
し
て
「
蔵
王

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」「
大

崎
市
松
山
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
」
の
皆
様
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

育
成
功
労
表
彰

大
崎
市
　
笠
原 
吉
信

こ
の
度
の
受
賞
に
あ
た
っ

て
誠
に
光
栄
な
事
と
喜
ん
で

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
と

会
員
の
方
々
の
御
協
力
の
賜

物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

優
良
郡
市
区
町
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

蔵
王
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
連
合
会

会
長
　
佐
藤 

正
隆

今
回
こ
の
よ
う
な
表
彰
を

頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
も
日
頃
か
ら
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
仲
間

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係

す
る
皆
様
の
お
か
げ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
す
。

平
成
10
年
、
単
位
組
織
の

会
長
に
就
任
と
同
時
に
地
区

連
の
会
長
、
古
川
市
老
連
副

会
長
と
し
て
、
市
老
連
運
営

に
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
社
会
に
あ
っ
て
は
健

康
維
持
増
進
の
た
め
の
活

動
、
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
会
、

世
代
間
の
交
流
事
業
と
し

て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
交
流
、
地
域
文
化
の
継
承

の
た
め
の
講
習
会
の
開
催
、

奉
仕
活
動
の
推
進
、
会
員
相

互
の
見
聞
を
広
げ
る
講
習
会

研
修
会
の
開
催
等
積
極
的
に

活
動
を
展
開
し
、
県
連
評
議

員
と
し
て
、
幅
広
く
市
老
連

活
動
に
貢
献
し
て
お
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
期

待
に
添
え
る
よ
う
老
連
の
貢

献
に
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰

令
和
２
年
度

我
々
の
連
合
会
で
は
、
親

睦
と
融
和
、
い
つ
ま
で
も
い

き
い
き
と
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の

健
康
維
持
活
動
や
歌
、
踊
り

な
ど
の
芸
能
活
動
、
地
域
に

お
け
る
見
守
り
や
助
け
合
い

活
動
な
ど
、
自
分
た
ち
の
た

め
、
地
域
の
た
め
に
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
変
わ
ら
ず
、
自
分

た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
仲
間

た
ち
と
手
を
取
り
な
が
ら

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

優
良
郡
市
区
町
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

大
崎
市
松
山
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会

会
長
　
佐
藤 

節
夫

当
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
昭

和
39
年
２
月
結
成
、
爾
来
、

相
互
の
親
睦
と
明
る
い
生

活
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
増

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。老

人
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン
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テ
ー
マ
「
伸
ば
そ
う
！
健
康

長
寿
、
担
お
う
！
地
域
づ
く

り
を
」
目
指
し
、
健
康
づ
く

り
事
業
や
高
齢
者
の
暮
ら
し

を
支
え
る
友
愛
活
動
に
取
り

組
む
た
め
の
学
習
会
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
社
会
見
学
、

「
ね
た
き
り
ゼ
ロ
」
運
動
の

つ
ど
い
な
ど
多
彩
な
活
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

宮城県老人クラブ連合会会長表彰

〔老人福祉事業功労者〕　２９名
№ 老　連　名 氏　　名 № 老　連　名 氏　　名 № 老　連　名 氏　　名
1 石　巻　市 大

おお
　槻

つき
　　　宏

ひろし
11 栗　原　市 白

しろ
　鳥

とり
　　　豊

ゆたか
21 松　島　町 末

すえ
　永

なが
　　　博

ひろし

2 石　巻　市 鈴
すず

　木
き

　いさ子
こ

12 栗　原　市 兵
ひょう

　藤
どう

　　　智
さとる

22 利　府　町 相
あい

　澤
ざわ

　久
く

米
め

治
じ

3 塩　釜　市 横
よこ

　江
え

　恭
きょう

　子
こ

13 栗　原　市 村
むら

　上
かみ

　栄
えい

　一
いち

23 大　和　町 佐
さ

　藤
とう

　公
きみ

　夫
お

4 気 仙 沼 市 佐
さ

　藤
とう

　和
かず

　子
こ

14 東 松 島 市 内
うつ

　海
み

　國
くに

　雄
お

24 大　和　町 鹿
か

　野
の

　包
かね

　男
お

5 角　田　市 宍
しし

　戸
ど

　勝
かつ

　郎
ろう

15 大　崎　市 氏
うじ

　家
いえ

　勝
かつ

　典
のり

25 大　衡　村 日
ひ

　野
の

　政
まさ

　二
じ

6 多 賀 城 市 富
とみ

　田
た

　貞
さだ

　則
のり

16 大　崎　市 佐
さ

々
さ

木
き

　義
よし

　昭
あき

26 色　麻　町 橋
はし

　本
もと

　一
かつ

　意
い

7 岩　沼　市 渡
わた

　邊
なべ

　榮
えい

　一
いち

17 蔵　王　町 佐
さ

　藤
とう

　貞
さだ

　子
こ

27 加　美　町 大
おお

　累
るい

　治
はる

　子
こ

8 登　米　市 佐
さ

　藤
とう

　政
まさ

　孝
たか

18 丸　森　町 早
はや

　坂
さか

　　　修
おさむ

28 涌　谷　町 狩
か

　野
の

　堯
たか

　生
お

9 登　米　市 飯
はん

　田
だ

　　　功
いさお

19 村　田　町 佐
さ

　藤
とう

　ア
あ や こ

ヤ子 29 美　里　町 清
せい

　野
の

　　　守
まもる

10 登　米　市 佐
さ

　藤
とう

　　　寛
ひろし

20 山　元　町 西
にし

　澤
ざわ

　英
ひで

　清
きよ

〔優良老人クラブ〕　１９クラブ
№ 老連名 団体名称 № 老連名 団体名称
1 石巻市 袋

たい
寿
じゅ

会
かい

11 東松島市 下
しも

町
まち

　 え が お 会
かい

2 塩竃市 松
しょう

陽
よう

台
だい

　 若
わか

竹
たけ

会
かい

12 村田町 菅
す ご う

生 上
かみ

　 笑
しょう

和
わ

会
かい

3 気仙沼市 羽
は

田
だ

福
ふく

寿
じゅ

会
かい

13 柴田町 船
ふな

迫
ばさま

　 　 寿
ことぶき

会
かい

4 角田市 吉
よし

野
の

会
かい

14 松島町 上
かみ

竹
たけ

谷
や

老
ろう

人
じん

ク
く ら ぶ

ラブ　長
ちょう

生
せい

会
かい

5 多賀城市 伝
でん

上
じょう

山
やま

　 長
ちょう

生
せい

会
かい

15 利府町 沢
さわ

乙
おと

　 長
ちょう

寿
じゅ

会
かい

6 登米市 天
あま

形
がた

　 松
まつ

葉
ば

会
かい

16 加美町 ワ
わ ん だ ふ る め い と

ン ダ フ ル メ イ ト

7 登米市 第
だい

十
じゅう

三
さん

区
く

　 洗
せん

寿
じゅ

会
かい

17 涌谷町 猪
いの

岡
おか

　 長
ちょう

生
せい

会
かい

8 登米市 蓬
よもぎ

田
だ

　 蓬
ほ

寿
じ

会
かい

18 美里町 下
しも

二
に

郷
ごう

　第
だい

二
に

　長
ちょう

寿
じゅ

会
かい

9 栗原市 下
しも

萩
はぎ

沢
ざわ

　 福
ふく

寿
じゅ

会
かい

19 本吉町 大
おお

谷
や

東
ひがし

　高
こう

年
ねん

ク
く ら ぶ

ラブ

10 栗原市 座
ざ

主
しゅ

　 む つ み 会
かい

〔社会貢献活動クラブ〕　６クラブ
№ 老連名 団体名称
1 多賀城市 黒

くろ
石
いし

崎
ざき

　 豊
ほう

正
せい

会
かい

2 登米市 登
と

米
め

市
し

南
みなみ

方
かた

町 柳
やなぎ

沢
さわ

老
ろう

人
じん

ク
く ら ぶ

ラブ

3 栗原市 姫
ひめ

松
まつ

　 長
ちょう

生
せい

会
かい

4 東松島市 大
おお

曲
まがり

融
ゆう

和
わ

会
かい

5 松島町 磯
いそ

崎
ざき

老
ろう

人
じん

ク
く ら ぶ

ラブ　長
ちょう

生
せい

会
かい

6 涌谷町 上
かみ

郡
ごおり

　 長
ちょう

寿
じゅ

会
かい

こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
永

年
、
当
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
支

え
て
頂
き
ま
し
た
地
域
の
皆

様
、
関
係
す
る
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
２
年
８
月
28
日
に
開

催
さ
れ
た
第
20
回
理
事
会
に

お
い
て
、
第
41
回
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
、
健
康
づ
く
り
研
修

会
及
び
県
老
連
創
立
60
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
ま
し
た
。

【
宮
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
】

令
和
２
年
度
県
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
、

多
数
の
参
加
に
よ
る
三
密
対

策
な
ど
大
会
開
催
と
感
染
リ

ス
ク
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

来
年
度
の
開
催
地
は
引
き
続

き
名
取
市
と
い
た
し
ま
し
た
。

【
健
康
づ
く
り
研
修
会
】

例
年
、
７
地
区
で
開
催
し

て
い
る
健
康
づ
く
り
研
修
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
中
止

と
し
、
会
員
等
が
参
集
す
る

研
修
・
会
議
等
で
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
策

の
研
修
を
行
う
こ
と
に
し
ま

し
た
。

【
県
老
連
創
立
60
周
年
記
念
事

業
】県

老
連
は
昭
和
37
年
11
月

６
日
に
設
立
し
令
和
４
年
11

月
に
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

創
立
60
周
年
と
い
う
大
き
な

説
目
を
会
員
の
皆
様
と
祝
う

と
と
も
に
、
先
代
の
会
員
が

築
き
上
げ
て
き
た
功
労
と
功

績
を
見
つ
め
直
し
、
地
域
と

と
も
に
新
し
い
老
人
ク
ラ
ブ

を
目
指
し
宮
城
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
創
立
60
周
年
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

具
体
的
な
事
業
は
、
理
事

の
中
か
ら
専
門
部
会
（
総
務

部
会
）
で
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
部
会
長

菅
原
　
正
郎
（
大
和
町
）

部
会
員

相
澤
　
政
助
（
石
巻
市
）

田
端
　
幸
雄
（
名
取
市
）

飯
田
　
功
　（
登
米
市
）

佐
藤
　
純
子
（
松
島
町
）

佐
藤
　
貞
子
（
蔵
王
町
）

小
松
　
洋
吉
（
東
北
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
）

【
基
金
の
状
況
に
つ
い
て
】

県
老
連
創
立
60
周
年
事
業

の
検
討
に
当
た
り
、
そ
の
財

源
と
な
る
基
金
の
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

基
金
の
状
況
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
毎
年
１
千
万
円
近

く
を
取
崩
し
て
お
り
、
一
億

円
基
金
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
で
枯
渇
し
、
災
害
救

援
基
金
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
度
ま
で
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

持
続
可
能
な
老
人
ク
ラ
ブ

を
基
本
に
、
創
立
60
周
年
記

念
事
業
の
中
で
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

令
和
２
年
11
月
５
日
に
開

催
さ
れ
た
第
１
回
総
務
部
会

に
お
い
て
、
記
念
事
業
指
針

（
案
）、
60
周
年
記
念
事
業
項

目
及
び
県
老
連
予
想
収
支
計

算
書
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

【
記
念
事
業
指
針
】

基
本
理
念
を
「
地
域
と
と

も
に
新
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
を

目
指
し
て
」
と
い
た
し
ま
し

た
。
基
本
方
針
と
し
て
、
老

事
業
報
告

　
理
事
会
等
の
開
催
状
況

第
20
回
理
事
会
の

　
　
　

協
議
結
果
に
つ
い
て

第
１
回
総
務
部
会
の

　
　
　

協
議
結
果
に
つ
い
て

人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
主
に
会

員
相
互
の
活
動
か
ら
、
友
愛

活
動
や
交
通
安
全
見
守
り
、

地
域
文
化
伝
承
活
動
な
ど
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活
動

を
担
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の

重
要
性
が
評
価
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、「
地
域
支
え
あ

い
の
一
役
を
担
う
」
と
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

【
創
立
60
周
年
記
念
事
業

（
案
）】

次
頁
の
と
お
り
、
財
源
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
事
業

項
目
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
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令
和
２
年
10
月
29
日（
木
）

午
後
１
時
か
ら
宮
城
ダ
イ
ハ

ツ
古
川
店
に
お
い
て
、
健
康

づ
く
り
安
全
運
転
講
座
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
宮

城
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
株
式
会
社

が
開
催
す
る
も
の
で
、
大
崎

市
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
を
対
象

に
Ｊ
Ａ
Ｆ
に
よ
る
正
し
い
運

転
姿
勢
、
車
の
死
角
の
確

認
、
衝
突
回
避
支
援
シ
ス
テ

ム
の
体
験
、
安
全
運
転
講
習

や
宮
城
県
理
学
療
法
士
の
体

操
を
交
え
た
運
転
に
関
わ
る

運
動
指
導
が
行
わ
れ
ま
し

た
。当

日
は
20
人
を
３
グ
ル
ー

プ
と
少
な
く
し
、
入
り
口
で

の
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着

用
、
非
接
触
型
体
温
計
に
よ

り
体
温
測
定
と
問
診
な
ど
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
ま
し

た
。県

老
連
で
は
、
ダ
イ
ハ
ツ

工
業
が
進
め
て
い
る
地
域
密

着
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
、
来
年
度
も
開
催
を
希
望

し
ま
し
た
。

健
康
安
全
運
転
講
座
の
開
催

『
宮
城
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
株
式
会
社
古
川
バ
イ
パ
ス
店
』

１
月
19
日

第
二
回
県
老
連
女
性
委
員

会
１
月
20
日

第
二
回
総
務
部
会

１
月
26
日

第
四
回
高
齢
者
相
互
支
援

事
業
連
絡
会
議

２
月
２
日

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
代
表
者

会
議

２
月
18
日

正
副
会
長
会
議

３
月
３
日

第
二
一
回
県
老
連
理
事
会

３
月
11
日

全
老
連
理
事
会
・
評
議
員

会
３
月
22
日

第
一
四
回
県
老
連
評
議
員

会
令
和
３
年

　

県
老
連
・
全
老
連
行
事

事　業　名 項　　　目 予算額
（千円）

1 老人クラブ大会・
60 周年記念式典 式典　記念講演 970

2 表彰事業 県老連功労者に対する表彰
・理事・監事経験者に対し感謝状贈呈 531

3 記念誌
・県老連のあゆみ
・将来計画
・市町村老連の紹介

700

4 記念文集
（寄稿文） 会員寄稿　テーマ：老人クラブ活動 300

5 記念演芸大会 女性委員会主催事業の拡充 600

6 60 周年
ウォーキング

会員の健康づくり増進の目標として
コース設定 1,000

7 社会貢献
社会奉仕活動の拡充（協賛事業）

・友愛活動
・伝承文化
・環境美化・リサイクル

0

8 広報
60 周年記念事業の PR

・ポスター
・原画募集
・新聞広告

200

9 キャッチフレーズ
作成 老人クラブ　イメージアップ事業 0

10 協賛金募集 民間企業等から寄附金・協賛金を募集 0

11 部会開催 年２回程度（１月，10 月）　延べ５回 210

計 4,511

60 周年記念事業　事業計画一覧（案）
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今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に

よ
り
、
各
種
大
会
や
会
議
・

研
修
会
等
の
開
催
に
大
き
な

影
響
が
出
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

あ
っ
て
も
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

を
休
止
す
る
こ
と
な
く
、
感

染
拡
大
防
止
と
長
期
的
に
付

き
合
い
な
が
ら
生
活
し
て
い

く｢
新
し
い
生
活
様
式
」
を

取
り
入
れ
、
健
康
づ
く
り
研

修
会
や
各
種
事
業
運
営
な
ど

の
活
動
が
適
切
な
予
防
対
策

の
中
で
行
え
る
よ
う
、
各
市

町
村
老
連
事
務
担
当
者
及
び

健
康
づ
く
り
事
業
担
当
役
員

を
対
象
に
、
例
年
と
は
異
な

る
内
容
で
特
別
な
研
修
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

前
半
の
講
演
に
お
い
て

は
、
宮
城
大
学
看
護
学
群
特

任
講
師
の
松
永
早
苗
先
生
か

ら
『
生
活
の
中
で
や
っ
て
み

よ
う
！
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
対
策
』
を
テ
ー
マ

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

は
マ
イ
ク
ロ
飛
沫
感
染
や
接

触
感
染
す
る
こ
と
。
感
染
防

止
に
は
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク

の
使
用
、
適
度
な
人
と
の
距

離
、
定
期
的
な
換
気
な
ど
、

基
本
的
な
感
染
症
対
策
や
３

密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）

を
防
ぐ
た
め
の
講
義
を
受
講

し
ま
し
た
。

後
半
の
講
演
で
は
『
シ
ニ

ア
ス
ポ
ー
ツ
開
催
時
の
注
意

点
』
に
つ
い
て
、
宮
城
県
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
普

及
指
導
委
員
会
委
員
長
の
奥

田
孝
男
氏
か
ら
、
同
協
会
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
策
と
し
て
紹
介
し

て
い
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

使
用
し
て
、
洗
面
所
の
消
毒

な
ど
主
催
者
側
と
大
き
な
声

で
応
援
し
な
い
な
ど
参
加
者

側
に
分
け
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
楽
し
く
円
滑

な
大
会
の
企
画
と
運
営
を
す

る
た
め
の
留
意
点
な
ど
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

両
講
演
と
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
参
加
者
の
関
心

も
高
く
、
こ
れ
か
ら
の
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
に
深

く
関
わ
る
問
題
の
解
決
策
と

し
て
参
考
に
な
る
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
令
和
２
年
度
開
催
】

〇
開
催
日
時

10
月
22
日
（
火
）

〇
開
催
場
所

ホ
テ
ル
白
萩
・
２
階

｢

錦
の
間｣

〇
参
加
者
数　

 

34
名

奥
田　

孝
男

松
永　

早
苗

健
康
づ
く
り
研
修
会
の
開
催

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
対
策
』

宮
城
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

普
及
指
導
委
員
会
委
員
長

宮
城
大
学
看
護
学
群
特
任
講
師



Miyagi 県老連　第 112 号

― 9―

12
月
15
日
仙
台
市
青
葉
区

の
「
ホ
テ
ル
白
萩
」
を
会
場

に
モ
デ
ル
指
定
老
連
の
シ
ル

バ
ー
リ
ー
ダ
ー
や
市
町
村
老

連
の
友
愛
活
動
担
当
役
員
等

が
参
加
し
て
、
シ
ル
バ
ー

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ

藤
本　

英
夫

髙
木　
　

努

高
齢
者
相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業

シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

『
特
殊
詐
欺
被
害
の
現
状
と
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
』

宮
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
消
費
生
活
専
門
相
談
員

宮
城
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部

　
生
活
安
全
企
画
課
　
課
長
補
佐

れ
ま
し
た
。

佐
藤
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
宮
城
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
消
費
生
活
専
門
相
談
員

の
藤
本
英
夫
氏
か
ら
『
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
の
暮
ら
し

の
知
恵
』
と
題
し
て
の
講
演

が
あ
り
、
現
在
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
高
齢
者
を
取
り

巻
く
犯
罪
や
被
害
状
況
と
そ

の
対
策
に
つ
い
て
受
講
し
ま

し
た
。

始
め
に
宮
城
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
元
年

度
宮
城
県
で
１
９
６
２
１
件

の
相
談
を
受
け
、
そ
の
う
ち

60
歳
以
上
が
34
％
を
占
め
て

い
る
こ
と
。
続
い
て
点
検
商

法
な
ど
の
訪
問
販
売
や
電
話

勧
誘
、訪
問
買
取
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
実
際
に
あ
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
と
、
そ
の
対
処
法

と
し
て
、
は
っ
き
り
断
る
こ

と
、
留
守
番
電
話
や
イ
ン

タ
ー
フ
ォ
ン
の
活
用
、
周
囲

の
人
へ
の
相
談
、
そ
し
て

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
つ
い

て
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

次
に
、
宮
城
県
警
察
本
部

生
活
安
全
企
画
課
（
犯
罪
防

止
対
策
担
当
）
高
木
課
長
補

佐
か
ら
『
特
殊
詐
欺
被
害
の

現
状
と
被
害
防
止
対
策
に
つ

い
て
』
と
題
し
て
の
講
演
が

あ
り
、
そ
の
中
で
特
殊
詐
欺

被
害
を
防
ぐ
た
め
の
工
夫
と

し
て
、
警
告
・
録
音
機
能
付

き
の
固
定
電
話
の
設
置
や
ガ

ス
、
消
防
設
備
・
電
気
等
の

点
検
を
装
う
事
例
に
は
施
錠

の
徹
底
と
相
手
の
身
分
確
認

の
徹
底
、
さ
ら
に
還
付
金
詐

欺
に
は
自
治
体
職
員
や
銀
行

員
を
名
乗
る
も
の
か
ら
電
話

が
あ
っ
た
ら
直
ぐ
家
族
や
警

察
に
相
談
す
る
こ
と
等
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
殊
詐
欺
被
害
の

実
態
を
短
く
ド
ラ
マ
化
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
て
被
害
の

恐
ろ
し
さ
を
身
近
に
感
じ
、

自
分
の
問
題
と
し
て
注
意
喚

起
を
促
す
よ
う
な
内
容
で
話

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
状
況
下
で
開

催
さ
れ
た
今
年
度
の
「
シ

ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」

は
、
小
規
模
と
な
り
ま
し
た

が
、
年
々
巧
妙
化
す
る
詐
欺

被
害
は
高
齢
者
の
生
活
に
直

接
関
わ
る
社
会
問
題
と
し
て

関
心
が
高
く
、
参
加
さ
れ
た

方
々
も
真
剣
に
受
講
し
て
い

ま
し
た
。

『
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
暮
ら
し
の
知
恵
』
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Cさまのケース 世話になっている息子の妻にも遺産を分けたい
私は５年前から寝たきりで、同居している長男と長男
の妻には大変お世話になっています。特に長男の妻は
献身的に私や妻の面倒を見てくれており、非常に感
謝しています。長男と長男の妻に少しでも多くの財産
を遺したいのですが、いい方法はないのでしょうか？

ございます。相続人以外の被相続人の親族（長男の妻）が無償で被相続人の療養看護等を行った場合
には、相続人に対して金銭の請求をすることができます。ただし、これが元となり親族不和が生じた

り、不和が生じることを怖れ実際には請求できない場合も想定されます。将来の親族の不和を防止するため、
あらかじめ遺言書を作成して、長男への配分を多くしたり、長男の妻に遺贈することができます。また、遺言書
であれば、遺言の趣旨・付言事項※で感謝の気持ちを伝えることもできます。

［Cさまの家族関係図］

本人 妻

二男長男の妻 二男の妻長男 ※遺言の趣旨・付言事項とは、遺言書に記載する法律で定められていない事項をいいます。法的な効力はないものの、遺言者の真意を伝えたり、のこされた
　親族に対してのさまざまな希望を書いたりできます。

Ａさまのケース お子さまのいないご夫婦
妻と私は子どもに恵まれず、二人仲良く生活をし
てきました。私の身に万が一のことがあった場合に
はもちろん全ての財産を妻に渡せますよね？

いいえ。Ａさまのケースではご相続人は奥さまだけでなく、Ａさまの姉、弟、亡兄の子（甥、姪）となります。Ａさ
まの相続が発生した場合、奥さまは親密とは限らないＡさまのご兄弟等と遺産分割協議をすることになりま

す。中には法定相続分をご兄弟等から請求され、金融資産で分割することができず、奥さまが自宅を売却せざるを得
ないケースもあります。また、奥さまが先立たれた場合には、Ａさまは奥さまの弟さまと遺産分割協議が必要になりま
す。兄弟姉妹には遺留分※がありませんので、遺言を残すことで事前にもめ事を回避することが可能です。Ａさまのよ
うなケースではご夫婦で遺言を作成されることをおすすめします。この他、死亡保険金は受取人固有の財産となり、遺
産分割の対象にならないため、奥さまを受取人とする生命保険に加入されるなどの対策も有効です。

［Ａさまの家族関係図］

弟 妻 本人 亡兄 姉 弟

甥 姪
※遺留分とは、法定相続人のうち兄弟姉妹以外の相続人に認められた遺産を最低限受けとる権利です。

Bさまのケース 独り身の方
私は結婚していませんので、万が一のことがあっ
た場合には、普段から世話になっている妹と甥①
に相続させたいと考えています。兄とは10年前の
両親の相続でもめて以来疎遠ですから、特に問題
ないですよね？

いいえ。Ｂさまのケースではご相続人は兄、妹、甥①、姪②、甥③になります。Ｂさまに相続が発生した場
合には、ご相続人全員で遺産分割協議をする必要があります。財産を妹、甥①に遺し、さらに妹、甥①に

お葬式や供養なども任せたいなら、遺言を作成して遺産を相続させること、祭祀を主宰させることを明確にする
ことが必要になります。また、死亡保険金は早期に支払われるため、ご葬儀にかかる費用の分として、妹や甥①を
受取人とする生命保険に加入することも、有効な対策です。

［Bさまの家族関係図］

亡兄 亡姉 兄 本人 妹

姪②甥① 甥③

Dさまのケース 特に支えたいお子さまがいる
亡くなった妻と私の間には子どもが三人います。長男と長女は
独立しており、それぞれで生活をしていますが、二女は障がいが
あるため私と二人で暮らしています。自宅だけでなく、二女には
生活に困らないよう多めに財産を遺す予定ですが、問題はない
でしょうか？

いいえ。Ｄさまの相続が発生した場合には、お子さま三人で遺産分割協議を行うことになります。二女の
今後のために、ご自宅と今後の生活に必要な財産を確実に確保できるよう遺言を作成しておくことをお

すすめします。また、死亡保険金を分割して受け取れる生命保険をご活用されることも有効です。なお、長男、長
女の遺留分にも注意する必要があります。

［Dさまの家族関係図］

亡妻 本人

長女 二女長男 身障者

Eさまのケース 資産のほとんどが自宅である
私は一生懸命働いて満足のできる自宅を建てることができました。長男はすで
に結婚し独立していて今後の生活に心配はありません。
長女は未婚ですが、私たち夫婦と仲良く暮らしています。
自宅以外に大きな資産はないため、苦労を共にしてきた妻に全財産を遺す予定
ですが、特に問題はないですよね？

いいえ。遺言がなければ、奥さまとお子さまお二人による遺産分割協議が必要になり、お子さまからご自
宅を含め応分の遺産分割を求められる可能性があります。遺言を作成して全財産を奥さまに相続させ

ることは可能ですが、この場合、お子さまの遺留分を侵害することになり、遺留分侵害額請求※される可能性があ
ります。現在はとても仲の良いご家族のようですのでこのような事態を想定するのは難しいかと思いますが、時
間の経過とともにご家族を取り巻く環境も変わっていきます。信頼できるパートナーに早めに相談し、対策を検
討されることをおすすめします。

［Eさまの家族関係図］

本人 妻

長女長男 同居
※遺留分侵害額請求とは、遺留分を侵害された相続人が遺言者からの生前贈与や遺言で財産をもらった人に対して遺留分侵害額に相当する金銭の支払を
　請求することです。

相続対策はお済ですか？

「相続」「遺言」についてご不明なことやお悩みのある方は、ぜひお気軽にご相談ください。 三井住友信託銀行  仙台支店財務相談課　TEL.022-224-1150
310-20-002
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私は５年前から寝たきりで、同居している長男と長男
の妻には大変お世話になっています。特に長男の妻は
献身的に私や妻の面倒を見てくれており、非常に感
謝しています。長男と長男の妻に少しでも多くの財産
を遺したいのですが、いい方法はないのでしょうか？

ございます。相続人以外の被相続人の親族（長男の妻）が無償で被相続人の療養看護等を行った場合
には、相続人に対して金銭の請求をすることができます。ただし、これが元となり親族不和が生じた

り、不和が生じることを怖れ実際には請求できない場合も想定されます。将来の親族の不和を防止するため、
あらかじめ遺言書を作成して、長男への配分を多くしたり、長男の妻に遺贈することができます。また、遺言書
であれば、遺言の趣旨・付言事項※で感謝の気持ちを伝えることもできます。

［Cさまの家族関係図］

本人 妻

二男長男の妻 二男の妻長男 ※遺言の趣旨・付言事項とは、遺言書に記載する法律で定められていない事項をいいます。法的な効力はないものの、遺言者の真意を伝えたり、のこされた
　親族に対してのさまざまな希望を書いたりできます。

Ａさまのケース お子さまのいないご夫婦
妻と私は子どもに恵まれず、二人仲良く生活をし
てきました。私の身に万が一のことがあった場合に
はもちろん全ての財産を妻に渡せますよね？

いいえ。Ａさまのケースではご相続人は奥さまだけでなく、Ａさまの姉、弟、亡兄の子（甥、姪）となります。Ａさ
まの相続が発生した場合、奥さまは親密とは限らないＡさまのご兄弟等と遺産分割協議をすることになりま

す。中には法定相続分をご兄弟等から請求され、金融資産で分割することができず、奥さまが自宅を売却せざるを得
ないケースもあります。また、奥さまが先立たれた場合には、Ａさまは奥さまの弟さまと遺産分割協議が必要になりま
す。兄弟姉妹には遺留分※がありませんので、遺言を残すことで事前にもめ事を回避することが可能です。Ａさまのよ
うなケースではご夫婦で遺言を作成されることをおすすめします。この他、死亡保険金は受取人固有の財産となり、遺
産分割の対象にならないため、奥さまを受取人とする生命保険に加入されるなどの対策も有効です。

［Ａさまの家族関係図］

弟 妻 本人 亡兄 姉 弟

甥 姪
※遺留分とは、法定相続人のうち兄弟姉妹以外の相続人に認められた遺産を最低限受けとる権利です。

Bさまのケース 独り身の方
私は結婚していませんので、万が一のことがあっ
た場合には、普段から世話になっている妹と甥①
に相続させたいと考えています。兄とは10年前の
両親の相続でもめて以来疎遠ですから、特に問題
ないですよね？

いいえ。Ｂさまのケースではご相続人は兄、妹、甥①、姪②、甥③になります。Ｂさまに相続が発生した場
合には、ご相続人全員で遺産分割協議をする必要があります。財産を妹、甥①に遺し、さらに妹、甥①に

お葬式や供養なども任せたいなら、遺言を作成して遺産を相続させること、祭祀を主宰させることを明確にする
ことが必要になります。また、死亡保険金は早期に支払われるため、ご葬儀にかかる費用の分として、妹や甥①を
受取人とする生命保険に加入することも、有効な対策です。

［Bさまの家族関係図］

亡兄 亡姉 兄 本人 妹

姪②甥① 甥③

Dさまのケース 特に支えたいお子さまがいる
亡くなった妻と私の間には子どもが三人います。長男と長女は
独立しており、それぞれで生活をしていますが、二女は障がいが
あるため私と二人で暮らしています。自宅だけでなく、二女には
生活に困らないよう多めに財産を遺す予定ですが、問題はない
でしょうか？

いいえ。Ｄさまの相続が発生した場合には、お子さま三人で遺産分割協議を行うことになります。二女の
今後のために、ご自宅と今後の生活に必要な財産を確実に確保できるよう遺言を作成しておくことをお

すすめします。また、死亡保険金を分割して受け取れる生命保険をご活用されることも有効です。なお、長男、長
女の遺留分にも注意する必要があります。

［Dさまの家族関係図］

亡妻 本人

長女 二女長男 身障者

Eさまのケース 資産のほとんどが自宅である
私は一生懸命働いて満足のできる自宅を建てることができました。長男はすで
に結婚し独立していて今後の生活に心配はありません。
長女は未婚ですが、私たち夫婦と仲良く暮らしています。
自宅以外に大きな資産はないため、苦労を共にしてきた妻に全財産を遺す予定
ですが、特に問題はないですよね？

いいえ。遺言がなければ、奥さまとお子さまお二人による遺産分割協議が必要になり、お子さまからご自
宅を含め応分の遺産分割を求められる可能性があります。遺言を作成して全財産を奥さまに相続させ

ることは可能ですが、この場合、お子さまの遺留分を侵害することになり、遺留分侵害額請求※される可能性があ
ります。現在はとても仲の良いご家族のようですのでこのような事態を想定するのは難しいかと思いますが、時
間の経過とともにご家族を取り巻く環境も変わっていきます。信頼できるパートナーに早めに相談し、対策を検
討されることをおすすめします。

［Eさまの家族関係図］

本人 妻

長女長男 同居
※遺留分侵害額請求とは、遺留分を侵害された相続人が遺言者からの生前贈与や遺言で財産をもらった人に対して遺留分侵害額に相当する金銭の支払を
　請求することです。

相続対策はお済ですか？

「相続」「遺言」についてご不明なことやお悩みのある方は、ぜひお気軽にご相談ください。 三井住友信託銀行  仙台支店財務相談課　TEL.022-224-1150
310-20-002
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